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第１７３０回例会 会長挨拶 

会長 菊地勝男 

皆様こんにちは。 

本日は、沼津北ロータリークラブの山口会長をお迎えし、９月

７日に予定している柿田川清掃奉仕事業についてご挨拶頂きま

した。我々の７倍の会員規模を有すクラブの参加のお約束を頂

き、嬉しく感謝申し上げます。 

我々クラブは極めて少人数で、１人何役も請け負わなければ

なりません、しかし、意思の疎通があり、クラブ内の風通しがよく、

本音で話し合える仲間と思っております。 

今回は理事会未承認のまま、皆様の事後承諾をお願いする

つもりで、急遽、幹事及び会計と予算の見直しを図りました。詳

細は、本日配布の事業計画書に記載しております。 

何度もお話させて頂いておりますが、限られた原資のなかで、

あれも、これもの事業の実行は無理と思われます。背伸びせず

に堅実に昨年よりの主要継続事業の成果をよりグレードアップさ

せて挙げたいと存じます。宜しくお願いいたします。 

マーク・ダニエル・マローニー 

安間 みち子 

菊地 勝男 

齊藤 悦生 

毎週水曜日 点鐘１２：３０ 

沼津卸商社センター ２Ｆ 

〒411-0912 静岡県駿東郡清水町卸団地２０３ 

ＴＥＬ 055-971-6500 

〒410-0312 沼津市原１７７１－２  増田方 

ＴＥＬ 055-969-2321  ＦＡＸ 055-969-2322  

Ｅ－ＭＡＩＬ officework@rcj-nk.org 

 

 

■ 事務連絡 ■ 

＊ガバナー事務局より 

地区研修・協議会分科会報告書 到着 

     

■ 例会変更 ■ 

  ＊沼津北ロータリークラブ 

   ７月３０日(火)→夜間例会 

  ＊沼津西ロータリークラブ 

   ７月１１日(木)→７月１３日(土) 慰労夜間例会 

  ＊富士宮西ロータリークラブ 

   ７月１９日(金)→特別休会＜サインＭＵ無し＞ 

  ＊御殿場ロータリークラブ 

   ７月１１日(木)→慰労夜間例会 

  ＊富士山吉原ロータリークラブ 

   ７月２５日(木)→移動例会＜ＭＵ受付なし＞ 

        

■ 週報到着 ■ なし 

 
スマイル報告 

 

梅田欣一 ロータリー財団へ。 

梅田欣一 米山記念奨学会へ。 

菊地勝男 ロータリー財団へ。 

   菊地勝男 スマイル。 

   横山忠男 今日は早退します。 

   岩邉亜紀 ロータリー財団へ。 

   岩邉亜紀 米山記念奨学会へ。 

 
本日のゲスト・ビジター 

 

ビジター 沼津北ＲＣ 山口和也 様 

ゲストはありませんでした。 

第 1730回例会 2019.7.10(水)    ＷＥＥＫＬＹ ＲＥＰＯＲＴ          第２号 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長挨拶 幹事報告 



会員増強退会防止委員会 

委員長 濱田清明 

我がクラブを継続維持、運営する上で会員増強は最重要課

題です。増強無くしてクラブの発展は望めません。 

今年度は沼津柿田川ロータリークラブの活動方針をはじめ近

年の柿田川での主な活動や会員同士の情報交換、親睦や「奉

仕」から生まれる友情、そしてエンドポリオ撲滅街頭募金等の冊

子を作成し、会員勧誘に役立てます。 

今年の目標を純増５名とし、達成を目指したいと思います。 

皆さんのご協力を是非ともお願い致します。 

奉仕プロジェクト委員会 

委員長 安本晋 

・２５８０、２６２０地区合同柿田川清掃奉仕活動の実施 

・柿田川公園、本城山公園の清掃保全活動 

・ポリオ募金プロジェクトの実施 

・グラウンドゴルフ大会の共催 

・清水町ふれあい広場バザー参加、クラブ紹介ブースの設置 

 

本年度は各事業について、当クラブ規模での持続可能性を

重視しながらも実施できるよう内容を再度検討していくとともに、

地域や米山小学生たちとのつながりを、より拡大できるような奉

仕活動を検討、企画していきたい。 

全ての奉仕活動について全員参加で楽しんで参加できるよう

な内容にするように努力していきたい。 

クラブ管理運営委員会 

委員長 梅田欣一 

例会運営について 

 ＳＡＡを中心に、各委員に月毎に役割を設け、会場設営、受

付、ソングリーダー、報告などを行い、秩序ある例会となるよう努

める。発表者が話している時には私語を慎んでいただくのはもち

ろんであるが、それが以外では、会員同士が気楽に会話でき、

例会自体を楽しめるような雰囲気作りを心掛ける。 

 

出席について 

 １００％出席例会を目指し、幹事と協力して、会員に出席、メー

キャップを促す。事務局より随時他クラブ例会情報を周知する。

メーキャップ制度が変更になり、メーキャップしやすくなったの

で、さらに一層メーキャップを促すようにする。 

 

親睦について 

 前会長幹事慰労会、創立夜間例会、４クラブ合同例会、クリス

マス家族例会、新年会、西クラブとの合同例会、花見例会、最

終家族例会、ゴルフ親睦会等を実施し、会員相互、他のクラブ

の会員、会員の家族との親睦を図る。 

 

例会プログラムについて 

 菊地会長の方針に従い、原則として、年間計画どおりに実施

する。変更事項は理事会の承認後に実施する。 

クラブ研修リーダー 

リーダー 前田守 

今年度、地区ではＲＬＩを推し進めようとしています。ＲＬＩとは

(Rotary Leadership Institute)ロータリー・リーダーシップ研究会

のことです。 

ロータリー・リーダーシップ研究会は質の高いリーダーシップ

教育を通じて、ロータリークラブを強化するための草の根の多地

区リーダーシップ開発プログラムです。ＲＬＩの使命は、将来クラ

ブのリーダーシップを進める事が出来る潜在能力を有するロー

タリアンを見出し、そのロータリアンに、ボランティア(奉仕)を進め

る組織にとって重要なリーダーシップ技能と質の高い教育を提

供することが目的です。 

私たちがロータリアンとして成長し、充実した活動するために

は、ロータリアン一人一人がロータリーを本当に理解し、自発的

なモチベーションを高め、コミュニケーションや活動を活発にし

て、クラブの活性化につなげて行く必要があります。 

ＲＬＩの目的は、ロータリアンの自主性と卓越した指導性を涵養

し、クラブの刷新性と柔軟性を育て、ロータリーを活性化すること

だと提唱しています。ＲＬＩは沼津柿田川ロータリークラブの今後

の礎となる戦略であると思っています。 

 

研修内容は大きく二つあります。 

1．ロータリーの正しい知識の習得 

2．ファシリテーター技術の習得 

です。 

 

優れたリーダーシップを発揮できる人材を育成していくことで、ロ

ータリアンとしての基盤となり、延いては私達クラブの発展に繋

がっていくと思っています。 

一年間、宜しくお願い致します。 

米山梅吉記念館運営委員会 

委員長 梅田欣一 

米山梅吉記念館は、１９６９年３月に財団法人として設立され

ました。その後、同年梅吉翁の命日である同年４月２８日に六角

形の記念館建築に着手し、同年９月１６日に旧会館が建設され

ました。そして、１９９８年１０月に新館が建設されております。 

 公益財団法人米山梅吉記念館は、「日本ロータリーの創設者

である米山梅吉を記念するとともに、社会奉仕、国際親善に人

生を捧げた米山梅吉の思想を普及し、もっとより良い社会の形

成の推進、健全な地域社会の発展、青少年の健全な育成及び

国際相互理解の促進に寄与する事業を行うことを目的としており

ます。 

 当クラブが所属する静岡第２グループは、米山梅吉記念館を

擁するグループですので、運営委員会の活動は重要だといえま

す。 

 

【スケジュール】 

７月中旬 （土）  第１回米山梅吉記念館運営委員会 

８月上旬 （土）  館報（秋号）の発送作業 

９月中旬 （土）  第２回米山梅吉記念館運営委員会 

９月１４日 （土）  記念館創立５０周年記念式典 

１月上旬 （土）  第３回米山梅吉記念館運営委員会 

３月中旬 （土）  館報（春号）の発送作業 

４月上旬 （土）  第４回米山梅吉記念館運営委員会 

４月１８日 （土）  公益財団法人米山梅吉記念館春季例祭 

５月２３日 （木）  米山梅吉記念館にて移動例会 （賛助会員と

して全会員登録） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各委員長就任挨拶 



◆次回例会プログラム◆ 前会長幹事慰労夜間例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ広報委員会 

委員長 前田守 

２０１９－２０２０年度地区公共イメージ向上委員会より3つの方針

が出されました。 

1．ＥＮＤポリオ活動支援 

2．ＩＴツール活用 

3．「世界を変える行動人」キャンペーン支援 

です。 

上記の方針をもと基に、沼津柿田川 RC での具体的な活動とし

て、以下の計画を実施したいと思います。 

 

「ＥＮＤポリオ活動支援」ですが、昨年同様ポリオ撲滅キャンペー

ンにおいて沼津４ＲＣ合同募金活動の声かけをさせて頂き、１０

月６日(日)に実施したいと思います。 

 

「ＩＴツール活用」ですが、「My Rotary」への全員の登録を完了

し、「My Rotary」の活用についてクラブで話し合いを行い、クラ

ブにとっての活用方法を考えて行きたと思います。 

 

「世界を変える行動人」キャンペーン支援ですが、このキャンペ

ーンは、ロータリーの新しい公共イメージキャンペーン「世界を変

える行動人」は、以下の疑問に答えることで、ロータリーへの理

解を深めることを狙いとしています。 

• ロータリーとは何か 

• ロータリアンとはどのような人びとか 

• ロータリアンの活動はどのような成果をもたらしているのか 

• ロータリーは他団体とどう違うのか 

このキャンペーンは、さまざまな形の広告を通じて、「行動人」と

してのロータリー会員の姿にスポットを当てるものです。地域に

根づいて活動しながら、より良い地域社会をめざし、課題がある

ところにも希望や機会を見出し、協力して解決へとつなげていく

ロータリーの活動を、一般の人びとに知ってもらうことを目的とし

ています 

 

そこで、沼津柿田川ＲＣ独自の活動として 

1．第２５８０地区、第２６２０地区 米山奨学生合同柿田川清掃

奉仕事業の記録 

※画像、ビデオでの記録 

2．活動報告の整理 

3．沼津柿田川 活動パンフの作成更新 

4．広報用資料の更新 

5．清水町ふれあい広場での 柿田川ロータリーPR 活動  

上記を行うことにより、地域でのロータリーの公共イメージを高め

て行きたいと思います。 

ロータリー財団委員会 

委員長 川口尚史 

・目標の寄附額を一人の最低ラインとし、会員に寄付の理解を

深めてもらい、目標額プラスアルファをお願いする。 

・地区補助金の活用 

・ロータリーカード普及 個人以外にも法人カードの加入促進。 

・ポリオ寄付 街頭募金以外に月単位で年間を通して会員へお

願いをする。 

・今年度目標 ベネファクター１名以上 

沼津北ロータリークラブの本年度会長の山口和也様がお越しい

ただきご挨拶を頂戴いたしました。 

ロータリー財団委員長 

委員長 川口尚史 

１４日に米山学友会定時総会へ出席し、会費を人数分納めてき

ます。 

 

クラブ広報委員会 

委員長 前田守 

クラブホームページを本年度版に更新しました。皆さんご覧くだ

さい。 

 

はげみ会 

幹事 梅田欣一 

以前よりお知らせしております沼津西ＲＣとの合同コンペです

が、７月１３日(土)に中伊豆グリーンにて７：３０集合で開催致しま

す。宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告  
      

会員数 
出席計算に 

用いた会員数 出席数 出席率 
前々回 6 月 22

日修正出席率 

９名 ９名 ９名 100% 88.89% 

 

 

 

 

 

 

出席： 菊地・前田・梅田・濱田・川口・安本 他   計９名 

 

欠席：                             計０名 

 

ＭＵ：                              計０名 

ご挨拶 

委員会報告 


